
事業の概況  

令和3年度 令和7年度令和6年度令和5年度令和4年度
（単位：百万円）

(注）1.単体自己資本比率は、信用金庫法第89条において準用する銀行法第14条の2の規定に基づき算出しております。 
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  預　　金
　預金期末残高は3,090億円となりました。流動性預金の伸びが
増加の牽引役となりました。

  当期純利益
　貸出金利息の増加等により、経常利益1,533百万円、当期純利益
1,106百万円といずれも前年を上回る結果となりました。

  自己資本比率
　自己資本比率は16.74％と前期比0.24ポイント上昇しました。
　金融機関の安全性を判断する指標である国内基準の4％を十分
上回っており、今後も安定した収益確保により、自己資本の充実に努
めてまいります。

経営環境
　令和7年度の国内経済は、日本銀行による金利正常化により17年ぶりに金利のある世界へと戻る一方、過年度より継続する
国際的地政学リスクによる原材料やエネルギー価格の高騰の継続もあり、デフレ脱却が確かなものであると実感できない状況
でありました。
　また、地域における当金庫を取り巻く環境も人口減少、少子高齢化をはじめ厳しい状況が続いています。

事業の展望と今後の課題
　令和8年度は、3か年経営計画「北星しんきん『未来を拓く変革への挑戦』（～信用金庫の真価の発揮と地域の持続的発展
を目指して～）」の最終年度にあたります。
 　米国におけるトランプ関税の導入、国際的地政学リスクの高まりにより物価高騰も継続している中、地域では、人口減少・
少子高齢化・人手不足などを要因とした地域の縮小が進み、厳しい状況であると認識しております。
　また、一部の金融機関においては、コーポレートガバナンスの欠如に起因する不祥事案が発生するなど、あらためてガバ
ナンスの強化・維持が重要であることを再認識しなければならない中で、デジタル化の進展、店舗集約をはじめ将来を見据
えた営業展開を意識し、時代の変化に対応することを目指してまいります。

  貸出金
　貸出金期末残高は1,310億円となりました。賃貸用住宅向け貸出
金などを中心に残高が増加しております。
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